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　はじめ4こ
　かつては，「よく働く」ということが人間評
価の重要な基準の一つであった．今でもよく働
くというのは好ましいことであるが，ただ働く
だけでは望ましい人間像とはされない時代を迎
えた．人々は仕事以外の行為に人間らしぐ生き
る上で大きな意味があることを悟り，遊びの重
要性に目を向けるようになった．そして寸生涯
学習」という言葉が一般化し，各種スポーツ，
娯楽，趣味など教養や楽しみとしての諸活動に
生きがいを見いだす人が増えてきた．
　そういう中で，世はアウトドアブームと呼ば
れ，アウトドアスポーツ・レクリエーションを
楽しむ人々が増大している．特に夏休みともな
れば，各地のキャンプ場は活況を呈し，キャン
プ場として整備された場所のみならず，河川の
随所が臨時キャンプ場と化して多くの人を集め
ている．何十年か前までは一般の人が個人的に
所有するものではなかったテントや寝袋，各種
バーナーなどはだれにでも行き渡り，今やカヌー
やマウンテンバイクも決して特殊な用具ではな
くなっている．
アウトドア活動隆盛の陰に
　このようにアウトドア活動が隆盛を見るのは
大いに好ましいことであるが，それを手放しで
喜んでばかりもいられないいくつかの事態も生
じている．一９はゴミ・騒音問題に代表される
人々のマナー，モラルの問題，もう一つはブー
ムの陰に隠れた事故・遭難の問題である．前者
の問題に関しては，アウトドア活動特有のもの
ではなく，現代社会全体の問題でもあるが，日
常生活の様式・感覚がそのままアウトドアに持
ち込まれているばかりでなく，他方ではレジャー
活動の最中という解放感に起因する非日常意識
が生み出す特殊な雰囲気・価値観が影響して，
それに拍車をかけている面があろう．
　日本アルプスの父と呼ばれるウォルター・ウェ
ストンは，浅間山登山で出かけた際に宿で経験
した出来事について，「横になるかならないう
ちに，隣部屋でおそろしい騒ぎがもちあがった.
（中略）村人が宴会を開いているのであるレ隣
座敷では数名の男が芸者をまじえて騒いでいた.
（中略）歌にあわせて叩く手拍子の合奏が，乱
調子の三味線とともに聞こえてくるので，その
やかましさといったらなかった．（中略）隣室
に対するぼくたちの抗議は，不幸にも無駄であ
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ることがわかった」1「と記しているか,◇仕事か
ら解放された時間の「無礼講」ﾚ的体質は日本人
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　さらに後者の点では√アウトドソア活動が展開
される=自然環境の実状に対する理解の不足,トそ:
して雑誌などや楽しさばかりが強調されて√自
然が持つ危険性が軽視され右傾向が指摘で1きよ
う．それには,二新規参入者に対する訓練米教育
体制の不十分さという問題，すなわち急激なブー
ム到来による活動人口増のために技術・知識・
情報などめ継承・伝達が追いつかないことに起
因する面が大きいと言えよ/う，ｊ‥　　十十
　ことに，ｙウトドア活動においてﾉは,しそれがj
展開ざれる場が自然環境であるという環境条件
の特殊性や多様性による様々な危険性や困難性√
そして自然環境に対して人間の側か対処を誤る
ことに起因す岑事故が発生する=という特性があ
る．外傷や病気発症のみならず,ﾀﾞ死亡・行方不
明のようjな重大事故さえ後奇:絶たないのは，他
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　かつて数少ない専門店しか扱っでいなかった
キャンプ用具が，今や＼ﾎｰ¬ムヤンタ市で安価に
入手できる．（もっとも,＼夏季はホぷみゼンタ十
に臨時のアウトドアコーナーができ，秋到=来と
ともにそれが姿を.消す状況は＼,い日本のアウトド
アブームを象徴しているﾚつ/ま二りレぱとんどの
人にとづて．キャンプは夏だけの＼ものであると
いう実態がある.）そのたjめ特別な知識や訓練
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る甘除けシードのお蔭で
夜になれば,ヶガソリン式
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法則などに対する理解や特別な技術・知識無し
で，日常の生活経験さえあれば誰でもできるキャ
ンプとなったが，それだけに日常の生活経験を
超えた事態が勃発しても，その対処がうまくで
きない．　　　　　　･.
　かつての時代にアウトドア活動に親しんだ人
たちは，言わば専門家としてそれらの能力を身
につけることを重視していたが,道具の発達は，
｢道具を使いこなすことが第一義｣であるとす
るような観念を生み出し，道具の発達を大きな
要因どして増大した活動人口の多くは，安全確
保に関する知識や訓練のないまま，雑誌などを
主な情報源として参加している．　　　し
　つまり，以前ならアウトドア活動を行うのは，
ほとんどが自他ともに認める｢アウトドア｣人間
であったのが，今ではごく普通の人々が大半を
占めているのである．しかも，用具の扱い方は，
比較的簡単にマスターすることができ，特別他
人から教わらなくても，マニュアルを読んだり，
他者の見よう見まねなど，さしたる努力なしで
覚えられる．それゆえ，キャンプ生活の一場面
を外から見るだけでは，その人が熟練者なのか
初心者なのかを判別するのは難しい．
　誰もが最新の用具を駆使してアウトドアライ
フを精一杯楽しんでいるからである．もしかし
たら，熟練者ほどあまり用具を持っていないと
いう傾向があるように感じられる．
旅の延長としての登山ということ
　こうして，だれもが簡単にひとかどのキャン
パーのごとくなってしまう．だが，自然がはら
む危険性に対する人々の認識，危険予知能力，
危機回避能力などは短期間で身につくものでは
なく，熟練者について時間をかけて経験を積む
中で少しずつ学んでいくものである．時にはい
くつかの困難や危険に遭遇して，それを全能力
を傾注して切り抜けたり失敗したりするなどし
て，実践的能力を高めていく．しかしながら，
そのような訓練の場は学校の部活動や，社会の
同好者のクラブ組織などごく限られた場しかな
いのが実情である．今日の一般的キャンパーに
３
とっては，そういうことを学ぶ機会は少なく，
学びたいと思っても，どこに頼ったらよいのか
わからないということになる．さらにそれを学
ぶことの重要性を認識していない人も少なくな
いようである丿事故が起きて初めてそれに気が
つくことになる．
　若林は，中高年登山者の遭難事故の増加に絡
めて，次のように言う.　　　　　し
　「中高年登山という場合，従来は『登山の分
野に中高年が多くなった』という捉え方であっ
たが，最近は発想を変えて『旅の分野に登山が
含まれるようになった』という捉え方のほうが
実情に近いのではないかという気がする．（中
略）旅行ニーズの市場変化に従った結果が『ツ
アー登山』であって，登山者の志向変化の結果
が，「ツアー登山」ではない．そして現在発生
している遭難の多くは，「登山者ではなく，旅
行者」によるものであり，言い方を変えれば
『登山家＝覚悟をして困難を求めた結果の遭難』
ではなく，『自然を求める健全かつ良識ある社
会人』の身の上に発生しているのである」2）.
　ツアー登山と言えば，こういう指摘もある.
「困りものといえば，ツアー登山もそうだ．ほ
とんどのツアー登山では，五〇人，一〇〇人と
いう団体のなかに，引率者がわずか数人しかい
ない．参加者の一人が高山病などで動けなくなっ
た場合，引率者は警備隊に救助を要請するだけ
で，他の参加者を連れてサッサと次の目的地へ
行ってしまう．しかも，病気になった人がどこ
の誰かも把握していない．責任のかけらも感じ
られないその態度には，ほんとうに頭にくる．
ツアー登山を主催するJ旅行社や団体，引率者に
は，多くの人命を預かっているという認識があ
るのだろうか」3）.集める側も集まる側も，ま
さしく旅の延長的感覚の上での行動であると言
えよう．
　次の「背負っているザックはかなり大きい．
着替えも持たずにいったい何をそんなに詰め込
んできたのかと思うと，ビデオやらカメラやら
が入っている」4）という例も，本当に必要な持
ち物は何かを知らない，まさしく旅の延長どし
ての登山であることを物語っている．しかしな
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し止めるｿことは不可能であろ]うﾌが,し旅の延長と
しての登山という風潮を助長するのでなyく√参
加者にきちんとした説明や訓練を行い，旅行で
はな‥く登山であるjと位置づけて宍ほしいものであ
るレいずれにしても√現実を否定するめではな
く，一定程度肯定した土で,＼後述するように新
たな訓練半教育の場を=整備す･る＼な犬ど，それにふ
さわ七い対応を考えていかなければならない．
　さらに事故対策も，新たな観点から組織的に
取り.組む必要があろうレたと文ば√若林は･j｢現
在の遭難者の多くぱ山岳会等に所属する登由者
でしはなくレごく普通で良識的な社会人である．
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設置し，山岳.=アウトドア遭難専用ヘリレコプター
を配備するなどの対策が望まれるレ………レ
　成田も＼√先述の河川増水によ心事故に関連し
て，(わ=が国の大きﾚな問題の一つは,トこダ)アウ
トドア『ブ十ム』という言葉にあちわされてい
るように,し自然を求めて山や海√川や森に出か
けるのが一種のブームになるにつれてノ,犬当然生
じる遭難事故や障害万(ママト事故に対す心対応
の遅れです)トと指摘する丿ｹそして，｢内実と=権
限を備えたアウトドアリーダーの｢養成制度｣
を民(例えば観光協会)，学(例えば関連分野を
もつ大学)，官(例えば自治体)=などの協力で｣6)
　つぐることを期待するとﾉ述べてい乱
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継承発展･j 普及のためには，
jが重要であ=る.几体育･スポー
レし＼では学校がまずあげられ
は=野外での実習が不可欠と
学校教育の中に取り込むに
／だが，完全週休二日制が
ば√ﾉ学校教育活動の一環と
学習の機会を設けることが
七かるぺきであろ･う･.
]なｿのlは，社会にお伴る公的
]め整備である／この点では，
社会的jな取万組みの面でも
る√｢アレメしﾘｶｹﾞ人の野外活
罰委員会報告｣……Jの日本語訳
どな･がﾚらこ,……わが国jでは国民
かかわしらずレアウトドア・
こ関七で√国の施設として総
上げ/られたこと1が未だかっ
れﾉでいるﾉ=が√こﾚの状況はそ
)ゾていないレヶy
そぐも万登山やハイレキング，さ
k利や文化であ:るという意識
アウトドアレクリエーションと
がほとんどなく，「暇人」のやることくらいに
しか考えられていませんから，本当の権利とし
て保障する，権利として楽しむという観点から
の探求が少なく，その楽しみ方も企業などにつ
くられて流行させられ，マスコミ等で報道され
ると，我も我もとワンパターンになりがち」で
あるが，「登山，スポーツについての考え方を
正当に文化，権利として位置づけ，政府もそれ
を保障し，お金も出してその条件をつくること
です．『健康で文化的な生活を享受』する権利
（憲法二十五条）が現実に保障されるというこ
とです．学校など教育の場でも積極的に教え，
マスコミも正しく報道するということを通じて，
国民の登山スポーツに関する考え方を変えてい
くことが大切」1o）というある弁護士の主張は，
登山やハイキング，スポーツについてのみなら
ずアウトドア全般に適用することができよう．
その主張をもっと拡張すれば，「国の施設とし
て総合的に体系的に取り上げ」，国立あるいは
都道府県立のアウトドアスポーツ・レクリエー
ション専門の研修･教育組織を確立することが
必要である．それは成田が提案する民・学・官
協力による養成制度であるとしても，中心とな
るのは国・自治体の官であることが望ましい．
　第一に，技術･方法の確立と客観化のための
研究活動を行う専門家を擁する研究･研修機関
の新設が望ましい．まず学校教員がそこで研修
を受け，その成果を学校に持ち帰る．現在では
体育教師だからという理由だけで，集団宿泊研
修やアウトドア関係行事の一切を任されるケー
スが少なくないが，これからはその研修を受け
た教師が自信を持って企画･運営･指導ができる
ようにしていく．
　さらに社会人にも門戸を開き，きちんとした
価値観と専門的知識･技能を待った人を幅広く
養成していく．そして指導者の養成だけでなく，
一般人を対象に年間を通じて各種講習会を開く．
このような教育・啓蒙活動だけでなく，各地の
すべての機関を全国的なネットワークに組み込
んで，一種の情報センターとしての機能も持た
せる．こうして，レジャー産業主導のアウトド
アレジャー･レクリエーションを，真に活動者
(大森)
自身が主導できるものへと変えていく
アウトドアの危険性認識
５
　登山の未経験者は｢山は恐い，危ない｣と言う．
だが，具体的にどのように恐いのか，どんな危
険があるのか，いつ，どこが危ないのかという
ようなことは知らない．実感を伴わない観念的
な恐怖感なのである．熟練登山者にとっては，
いつ，いかなる状況のときに危ないのかという
ことがほぼわかっており，絶えず注意を払うこ
とを怠らない．山中にいる間はまず第一に身の
安全を考える習慣がある．
　しかし，組織的系統的訓練を受けることなく，
ブームに乗って一気に参入してきた新しいタイ
プのアウトドア人間・旅の延長としての登山者
などにはそのような習慣がなく，楽しさの追求
が第一という態度が前面に出ている．彼らには，
自然環境は絶えず変化することの実感が希薄で
あり，条件がよいときの状態がずっと続くと考
えてしまいやすい．数多いアウトドア雑誌・単
行本は楽しさ・気軽さを強調し，自然界に潜む
危険性にはあまり触れたがらない．そしてキャ
ンプなどを楽しむ人の多くが，主にこれらの刊
行物から知識や情報を得ている．書物の影響の
大きさを考えると，その功罪を見極める必要が
ある．
　また，人間のやることにミスはつきものであ
ることを自覚し，根拠のない楽観論を排する．
　周囲の自然を注意深く観察し，過去の失敗例
に学び，危険性排除の努力を怠らない．ちょっ
とした気配りを面倒がらず,絶えず見通しをもっ
て臨むことが肝要である．危険予知・回避能力
はこのようにして身についていく．
　河川の事故
　前述の丹沢山系での水難事故では，警察など
の避難勧告があったにもかかわらず，飲酒して
いたため億劫になったのか，「明日避難する」な
どと言って直ちに避難せずに事故に遭ったよう
である．高知新聞は，「（神奈川県職員の避難警
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告に対して)./『=いつもテント帝張づている所な…………万ダ･M･よ.j放水を捺えｿ:で警
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告に対七七)十部のグルトプは避難を始めたがレ∧奇
遭難したＦグループは酔っでい名人八もいたちし＼十]………避
く「ほ･つｔおいてくれ.ﾉ:･危なくノなヴたら=逃げる」ノ＼
「暗いのでか/えって危ないレ朝に避難七た」方が十く
いい」と返事」11）と報じている．キャンプ中とト＼
いう解放感が飲酒の度合いを深めた点があ=ろう……jl
し,/さらにアルゴールによ石判断力の低下Iもあっっ＼
ただろうが，こと安全に関しでは不精は大敵で十
あり＼√「なんとかなるだろう」と/いう楽観論は……i;
禁物である.犬　　　　　　　　　　　六白　………
　いずれにしても，彼らは大雨時の河川の増水∧ﾉ
がいかに急激かつ大規模なものであるかを知ら〉ﾄ
ずに，漫然:jと川の中州でテントダを張つていたレ＼ｊ
河川敷，特に中州でテン丿トを張るというダ）は:，∧ﾚ
れた
だけ
なサイレンを鳴らした他，
ｊしてキャンプ客に避難
り↓ﾉ＼その後キャンパこが
りるこどなく放水量を増
こ18人が濁流に飲み込ま
しではサイレンを鳴らす
E=も行っているので，通
つ
ｿらﾚた=ﾔとぱ言えようが，素直に
た人達がいたのであるから，
取ﾚりﾉ合らて，警察ﾀﾞも放水状況
最も警戒べき事柄の一つであり√たとえその場＼二回………=
所では晴れて=いても，土流域で雨が降れば，増＼………1でi=.れ･.4ポ
水する恐れがあることを＼まず第＝-に考えておか………j……1の水でまず第=一に考えておか… jlの
ねばならなら=なお√同種の事故として，古く…………1:人
は1966年８月に起きた宮崎県山之口町青井岳キャ
ンプ場において中学生と教師め計９人が死亡:し………:
だものがあ=る．これは学校め特別教育活動の中………==
る｡六十　　　　　　　　　　∧
　ただ今回の事故に関七ては,し遭難者側の過失
だけでなく，河川管理上の問題点もかかわって
いることが明ちかになづたレ最太め犠牲者を出
した玄倉川の場合，上流約＼4≒にある神奈川県
営玄倉ダムの放水が急激な増水を招いたト常時
ほぼ満水状態のため，大雨が降れば放水するし
かないわけであるが,犬新聞報道によれば√玄倉
千度巡回指導∧･警告を行っ
厚にはなら万なかったも:の
(にぱキヤノンパーの責任と
F者め対応に悔やまれる点
ﾚ対する地元公共機関の組
jき=)彫り＼になJづだ．
ﾚさ=獄√目のあたりにしな
(きﾚないものである．多少
yとﾉかなる，と思っている
うｹであるが，川で泳いだ
飢:に逆らうことの困難さ
]や海での水泳経験が少な
=過小評価しがちである．
腸に目を向けてみる七，
対た者以外でレ100祐を
ち1㈲秒で泳ぐなら，それは
yL……=1:ﾂﾞとなれば,/∧秒速:1も以上
t/普通はまずい宍ないというこ
二∧5ｻﾞ分，10分:と泳ぎ続ける
4ﾉ然ﾉ↓……Jllめ流れが秒速1七あ
丿々泳いだらまったく進まな
↑の流れは秒速数似あるのが
k/ぐのﾚは不可能である．まし
lいｶﾞﾚまﾉま川に落ちれば，な
ご水の流れるままに流される
7･,j…………:･登･山･中の徒渉や沢登りで
も］……=……j激=流.11こも・れて岩に頭部
4例ﾉが多いという.
t.岸ぺ渡石場合√多くは川幅
宍?すい,………だが，幅が狭いとい
F:は深いか流れが速いかのい
）こ:と=ﾉを考慮せずに，ただ短
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いからという理由だけで安易に川に入り，急流
に押し流されたり，あるいは泳いでいる途中で
疲れても深くて足が立たないために溺れるとい
う事故も珍しくない．しかも，川幅が狭いと思っ
ても，実際には目測で感じたより２倍ないしそ
れ以上の距離があるほど，広い自然界における
人間の感覚はあやふやなものなのである．この
ようなことが，自然界とのつながりが希薄になっ
た日常生活を送る現代人には，意外と理解され
ていないように思われる．
人間の空間感覚の特徴
　自然界における人間の距離感の特徴として，
実際より小さく，近く感じるということが第一
にあげられる．つまり，広い場所ではものが小
さく見えるのである．山頂が目の前にそびえ，
30分もすれば到着すると思っても，１時間以上
もかかるこどはよく経験するどころである．あ
るいは，初めてヒマラヤの高峰を我が目で見た
人の多くは，思ったより高くないという第一印
象を持つ．だがしばらく眺めているうちに，山
を見上げる角度が意外なほど大きいことに気が
っく．日本の山ではこれほど頭をもたげること
はないということを思いだし，あるいは山まで
の距離の大きさが理解でき，そこで初めて実際
のスケールが実感されるのである．
　山の高さ，大きさ，川幅の広さなど，要する
に自然のスケールは一瞥しただけでは，実際の
半分程度に感じてしまうのが人間の感覚であり，
それだけで判断してはとんでもない失敗を招く
ことになりかねない．しかし最初はそう感じて
も，細かく観察することによって徐々に本来の
スケールの大きさが感じとられるようになるも
のなのである．このような特徴を理解するのは，
アウトドアを志す人間には不可欠な知識である
といえよう．こういう認識が備わっていれば，
対岸へ泳ぎ渡ろうとする場合，周囲を見渡すな
どして実際の距離感をつかもうと試みるが，そ
うでない人は第一印象で，ここは狭い，自分に
泳ぎ切れる距離であると錯覚を起こすことにな
ろう．
山の事故
７
　長らく登山に親しんできた筆者は，山で一番
怖いのは何かと聞かれれば，雪のある時期は雪
崩，雪のない時期なら落石と答えることにして
いる．転落・滑落などは多くが技術的・体力的
理由に起因するが，雪崩や落石は身体的条件で
はなく，ほとんどが自然条件に起因するもので
あり，それに遭遇するかしないかは登由者がい
かに周囲の自然条件を認識するかにかかってい
る．もとより，人間が自然界のすべてを知り尽
くすのはとうてい無理なことであり，中には不
可抗力としか言いようのないものもあるが，雪
崩や落石が起こりやすいときと場合を注意深く
見極めることにより，相当多くの事故は避ける
ことができるはずである．
　一般的な登山者には雪崩は無縁であるから，
落石について考えてみよう．登山道上に大小の
石が散乱していれば，それはほとんどが上部か
ら落下してきたものである．落石が起こりやす
いのは大概の場合，崖っぷちや樹木の少ない急
斜面といった場所である．見上げれば，崖の途
中に大小無数の石がのぞいて見えることも珍し
くない．熟練した登山者は，こういう場所は上
部に注意を払って素早く通りすぎる．しかしな
がら，初心者は路上の転石を見ても何も感ぜず，
あろうことか，眺めがよいからといって休憩す
ることさえある．
　降雨中やその後しばらくは落石の危険性が高
いことも，しっかり認識しておかねばならない
が，これも経験の少ない初心者はあまり気がつ
かない点である．降雨では沢の増水による怖さ
もある．平常なら簡単に渡れる徒渉点でも，飛
び石が水の下に隠れたり，深くなったり，流れ
が速くなったりして，徒渉不可能となることが
少なくないが，水流の威力を知らない人が無理
に渡ろうとして流される事故は毎年のように生
じている．こうして山で水死というのは決して
あり得ないことではないのである．
　山の危険を語る上で，落雷事故も欠かすこと
ができない．日本における山の落雷事故で最も
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さえ考えつかないことがあるだろう．アウトド
アの楽しみ・魅力の一つに，未知との遭遇や，
ロマンを感じさせる冒険・挑戦的要素と，それ
に伴うスリルや緊張感などがある．それゆえ，
完全に結果が予測できたり，安全が百こ保障さ
れているとすれば，魅力は半減するだろう．し
かしながら，自然の仕組みを理解しないまま自
然界に飛び込んでいくとすれば，それは無謀な
自殺行為である．種々の潜在的危険を知恵と工
夫で回避し，あるいは克服してこそ大きな楽し
みが得られるのが，アウトドア活動の特性の一
つである．ただ楽しいからということでなく，
自然どの直接接触や自然/との対峙と諸障害の克
服の過程に，都会的・日常的娯楽とは異なるア
ウトドア活動の本質的性質があることを踏まえ
て実践することが望ましい．アウトドア生活は
「人類史の追体験」として人間的生活の原点に
かかわるものであり，非日常環境の中にあって
日常生活の見直しをすることもでき，それゆえ
そこに生の実感と，なにがしかの達成感が得ら
れるものである．　　　　　　　　　　　　し
　「アメリカ人の野外活動に関する大統領諮問
委員会報告」にも，「我々は，すべてからのが
れるために，脱出するために，回復し元気にな
るために野外を求める．もしかしたらこれは，
新しい生活を探す上で我々の祖先が求めた自由
の現代的な表現の仕方なのかもしれない」17）と
書かれているが，これも人類史の追体験の一環
であると言えよう．
人間の自然志向と今日のアウトドア
　人が自然環境に求めるものとして，美しい景
色，静かな場所，人が少ないこと，人工物がな
い場所，そして，日常生活圏から一定程度離れ
た場所などがある．未知なる場所で，新しい出
会いに恵まれる悠久の自然であるなら，なお望
ましいであろう．
　しかし，本物の自然には容易に近づけるもの
でなく，人が立ち入りそこでなんらかの活動を
するためには，必ずなにがしか人工の力を加え
る必要があるわけで，一般に人々が自然と呼ぶ
９
ところは，真の意味での自然でないことは言う
までもない．しかも，多くの人が憧れる素晴ら
しい自然へは，当然入り込む人の数も多く，訪
れる人が多ければ多いほど「静かな場所」，「人
が少ないこと」，「人工物がない場所」という条
件と正反対の事態となってしまう．
　このように考え･ると，先に「都会的・日常的
娯楽とは異なるアウトドア活動の本質的性質」
と述べたことは，もはや今日では通用しなくなっ
ていると感じられなくもない．つまり，今日広
く展開されているアウトドア活動は，従来の概
念で論じるだけでは説明かつかなくなってきて
いるのである．そこで若林流に発想を変えてレ
「日常娯楽の分野にアウトドアが含まれるよう
になった」という捉え方が必要なのかもしれな
い．要するに，「アウトドア＝自然環境」では
なく，「アウトドア＝ちょっとだけ日常生活か
ら離れた人家の少ない戸外」という意味合いが
強くなっているのである．そしてキャンプとは，
そういう場所で日常生活スタイルとほんのわず
か異なった流儀の生活をすることなのである．
自然というものが必要不可欠な本質的存在では
なく，言うなれば刺身のツマ的存在となってお
り，その場所でどんなことをするかということ
の方が重要な関心事となっている．そのため．
自然環境に対する理解や関心は薄まりつつある．
　とはいえ，実態はそうであるにもかかわらず，
それで自然と触れ合った，アウトドア体験をし
たと考える人が数多くいるという事実もある．
このような現実と人々の意識との乖離を，今後
どのようにして縮めていぐかを考えることが必
要となってきた．
　次に，自然環境に対する理解や関心の希薄化
という面で少し考えてみよう．たとえば，一世
代も昔ならばテントを張るにはまず自分で，安
全性や風向き，陽の当たり具合や排水状況，そ
の他できる限り安全で快適に過ごせる場所を選
定し，整地した上で設営するのが普通であった．
しかしその後，登山地，特に国立公園区域内で
はキャンプ指定地が整備され，それ以外の場所
でテントを張ることが許されなくなった．指定
された場所にただテントを張るだけとなって，
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